
41

 
大
学
生
の
体
型
と
生
活
課
題
の
現
状 

 

広　

瀬　

歩　

美 

 

一
　

は
じ
め
に 

 　

現
在
の
我
が
国
に
お
い
て
、
健
康
寿
命
（
日
常
生
活
に
制
限
の
な
い
期
間
）
と
平
均
寿
命
の
差
は
一
〇
年
ほ
ど
あ
る）

1
（

。
そ
の
一
〇
年

は
い
わ
ゆ
る
要
支
援
・
要
介
護
期
間
で
あ
り
、
本
人
や
そ
の
家
族
のQ

uality of life

の
低
下
や
、
医
療
費
の
増
大
と
い
っ
た
社
会
的

な
問
題
と
も
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
健
康
寿
命
を
平
均
寿
命
に
近
づ
け
る
か
が
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
中
高
年
で
は
生
活
習
慣
病
患
者
が
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
若
い
女
性
で
は
や
せ
者
が
減
ら
ず
、
子
ど
も
で
は
や
せ
と
肥
満

が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
、「
肥
満
」
と
「
や
せ
」
と
い
う
一
見
両
極
端
な
現
象
が
そ
れ
ぞ
れ
起
き
て
い
る
。
肥
満
や
や
せ
は
、
結
果

と
し
て
は
正
反
対
の
現
象
で
あ
る
が
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
要
因
と
し
て
は
、
欠
食
や
食
事
の
選
び
方
、
睡
眠
や
運
動
等
を
含
め
た
生
活
習
慣
が
あ
り
、
そ
の
背

景
に
は
栄
養
に
対
す
る
知
識
の
欠
如
、
食
の
多
様
化
、
多
忙
、
貧
困
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
る
た
め
、
対
策
は
一
筋
縄
に
は
い
か

ず
、
効
果
的
な
対
策
は
見
出
せ
て
い
な
い
。 
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大
学
生
は
、
身
体
的
・
精
神
的
に
自
立
を
迎
え
る
時
期
で
あ
り
、
生
活
に
関
す
る
自
由
度
が
増
え
る
が
ゆ
え
に
生
活
習
慣
が
乱
れ
や

す
い
。
例
え
ば
、
大
学
生
を
対
象
と
し
たIbe

ら
の
調
査)2

(

で
は
、
男
子
学
生
に
お
い
て
は
朝
食
欠
食
が
体
重
増
加
に
、
女
子
学
生
に
お

い
て
は
体
重
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
お
い
て
、
二
〇
代
の
朝
食
欠
食
率
は
他
の
世

代
よ
り
も
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る)3

(

  

。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
意
識
的
に
食
生
活
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
比
較
的
時
間
に
余

裕
の
あ
る
大
学
生
の
う
ち
に
望
ま
し
い
食
習
慣
を
自
分
で
営
む
力
を
身
に
着
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 

二
　

学
生
健
診
か
ら
考
え
る
、
本
学
学
生
の
体
型
と
朝
食
摂
取
状
況
に
つ
い
て 

 　

本
学
で
は
、
毎
年
三
月
末
に
学
生
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
る
。
健
康
診
断
で
は
、
身
長
・
体
重
・
血
圧
・
検
尿
な
ど
の
一
般
的
な
計

測
と
と
も
に
、
問
診
票
に
よ
っ
て
既
往
歴
等
の
情
報
を
得
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
健
康
診
断
時
に
、
通
常
行
っ
て
い
た
問
診
票
の
裏

面
を
利
用
し
て
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
項
目
は
、
生
活
習
慣
（
朝
食
、
睡
眠
、
運
動
）
お
よ
び
体
型
に
関
し
て
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
選
択
式
の
問
い
で
あ
っ
た
。
研
究
目
的
や
回
答
は
自
由
意
志
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て
、
問
診

票
を
記
載
す
る
台
お
よ
び
保
健
室
に
掲
示
し
た
。
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
や
本
人
を
特
定
し
た
公
表
は
な
い
こ
と
は
、
問
診
票
に
直
接

記
載
し
た
。
調
査
は
、
質
問
へ
の
回
答
・
提
出
を
も
っ
て
同
意
と
み
な
し
た
。
本
研
究
は
、
聖
学
院
大
学
倫
理
委
員
会
の
審
査
を
経
て

実
施
し
て
い
る
。（
聖
学
院
大
学
研
究
倫
理
委
員
会
第
二
〇
一
四 
― 
〇
一
二
号
「
大
学
生
に
お
け
る
食
生
活
が
心
身
に
与
え
る
影
響
の

検
討
」） 
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聖
学
院
大
学
生
の
体
型  

 　

二
〇
一
六
年
に
健
康
診
断
を
受
診
し
た
学
生

（
ｎ
＝
一
六
四
九
）
の
体
型
分
類
を
表
１
に
、

学
年
別
の
体
型
を
表
２
に
示
す
。Body M

ass 

Index

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
：
体
格
指
数
）
は
、
日
本
人

男
子
学
生
の
五
人
に
一
人
、
留
学
生
男
子
学
生

の
四
人
に
一
人
で
肥
満
で
あ
っ
た
（
表
１
）。

学
年
別
に
見
る
と
、
男
子
学
生
で
は
学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
て
や
せ
者
は
減
少
、
肥
満
者
は
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
表

２
）。
米
国
で
は
、
大
学
の
新
入
生
は
一
年
間

で
体
重
が
増
加
す
る
と
い
う
研
究
報
告

（Fresham
an 15

）
が
あ
る)4

(

  

。
今
回
の
調
査

で
は
、
日
本
人
男
子
学
生
に
お
い
て
も
同
様
の

傾
向
が
示
さ
れ
、
四
年
生
は
一
年
生
よ
り
も
平

均
で
約
四
kg
多
か
っ
た
。
一
方
で
、
女
子
学

生
で
は
約
七
割
が
普
通
体
型
で
あ
り
、
男
子
学

生
に
比
べ
て
肥
満
者
よ
り
も
や
せ
者
が
多
か
っ

表 1　2016年に健康診断を受診した学生（n＝1649）の体型分類

男性（n（％）） 女性（n（％））

日本人学生
（n＝ 819）

留学生
（n＝ 123）

日本人学生
（n＝ 600）

留学生
（n＝ 107）

やせ
BMI ＜ 18.5

110
（13.4）

9
 （7.3）

83
（13.8）

21
（19.6）

ふつう
18.5 BMI ＜ 25

523
（63.9）

82
（66.7）

422
（70.3）

74
（69.2）

肥満
25 BMI

186
（22.7）

32
（26.0）

95
（15.8）

12
（11.2）

表 2　性・学年別体型

男性（n（％）） 女性（n（％））

1年生 2年生 3年生 4年生 1年生 2年生 3年生 4年生

やせ
BMI ＜ 18.5

38
（16.1）

25
（12.1）

29
（13.1）

270
（9.7）

19
（13.5）

20
（12.3）

31
（15.6）

34
（16.6）

ふつう
18.5 BMI ＜ 25

151
（64.0）

138
（66.7）

136
（61.5）

180
（64.7）

101
（71.6）

120
（74.1）

125
（62.8）

150
（73.2）

肥満
25 BMI

47
（19.9）

44
（21.3）

56
（25.3）

71
（25.5）

21
（14.9）

22
（13.6）

43
（21.6）

21
（10.2）
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た
。
ま
た
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
や
せ
者
が
増
加
し
て
い
た
。 

 　

平
成
二
九
年
度
国
民
健
康
・
栄
養
調
査)5

(

  

に
よ
る
と
、
二
〇
代
の
肥
満
者

は
男
性
二
六・
八
％
、
女
性
五・
七
％
、
二
〇
代
女
性
の
や
せ
者
は

二
一・
七
％
で
あ
っ
た
。
本
学
四
年
生
男
子
の
肥
満
率
は
二
五・
五
％
と
こ

れ
に
近
く
、
卒
業
後
の
肥
満
者
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

女
子
学
生
に
つ
い
て
は
、
平
均
よ
り
も
肥
満
者
が
多
く
や
せ
者
が
少
な
い

傾
向
が
見
ら
れ
た
。
肥
満
者
と
や
せ
者
の
合
計
は
約
三
割
と
同
様
で
あ
る

こ
と
や
、
後
述
す
る
や
せ
願
望
の
存
在
か
ら
も
、
大
学
四
年
間
を
通
し
た

健
康
教
育
が
求
め
ら
れ
る
。 

  

自
身
の
体
型
に
関
す
る
希
望  

 　

実
際
の
体
型
別
の
体
型
希
望
を
図
１
に
示
す
。男
子
学
生
に
お
い
て
は
、

や
せ
て
い
る
者
の
う
ち
半
数
は
「
太
り
た
い
」
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に

「
や
せ
た
い
」
と
考
え
て
い
る
者
は
一
・
八
％
で
あ
っ
た
。
標
準
体
重
（
Ｂ

Ｍ
Ｉ
二
二
）
未
満
の
普
通
体
型
者
の
う
ち
、
約
半
数
は
「
こ
の
ま
ま
で
い

い
」と
考
え
て
お
り
、
約
三
割
が「
や
せ
た
い
」、
二
割
弱
が「
太
り
た
い
」

と
回
答
し
た
。
一
方
で
、
標
準
体
重
以
上
の
普
通
体
型
者
で
は
、
七
割
以

上
が
「
や
せ
た
い
」
と
回
答
し
た
。
女
子
学
生
に
お
い
て
は
、
実
際
は
や

図 1　実際の体型別体型希望
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せ
て
い
る
体
型
で
あ
っ
て
も
三
割
が
、
標
準
体
重
未
満
の
普
通
体
型
者
で
は
八
割
近
く
が
「
や
せ
た
い
」
と
回
答
し
て
い
た
。
標
準
体

重
以
上
の
普
通
体
型
者
で
は
「
や
せ
た
い
」
者
は
九
割
を
超
え
て
お
り
、
体
型
に
対
す
る
認
知
の
ゆ
が
み
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

不
適
切
な
や
せ
願
望
を
持
つ
こ
と
は
、
実
際
に
や
せ
る
・
や
せ
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
自
体
が
自
己
肯
定
感
の
低
下
や
う
つ
傾
向
と

も
関
連
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
が
「
や
せ
た
い
」
と
感
じ
た
際
に
、
そ
の
手
段
（
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
減

量
）
に
つ
い
て
の
知
識
の
欠
乏
も
ま
た
課
題
で
あ
る
。
学
生
か
ら
は
、「
や
せ
た
い
か
ら
食
事
を
抜
く
」「
サ
ラ
ダ
だ
け
食
べ
る
。
炭
水

化
物
は
一
切
食
べ
な
い
」
な
ど
の
誤
っ
た
知
識
に
基
づ
く
食
行
動
を
聞
く
。
つ
ま
り
、（
一
）
や
せ
る
必
要
が
な
い
の
に
や
せ
た
い
（
不

自
然
な
や
せ
願
望
）と
、（
二
）そ
の
た
め
の
行
動
の
不
健
康
さ
が
相
ま
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
や
せ
願
望
の
要
因
は
、

メ
デ
ィ
ア
の
影
響
以
外
に
も
、
自
己
肯
定
感
や
家
族
・
友
人
か
ら
の
影
響
な
ど
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
、
正
し
い
体
型
認
識

を
持
つ
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
や
体
脂
肪
と
い
っ
た
数
値
の
捉
え
方
や
、
身
体
が
ど
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
基
礎
的
な
栄
養
学
と
と
も
に
、「
や
せ
願
望
そ
の
も
の
が
問
題
な
の
か
」「
や
せ
願
望
を
持
っ
て
い
て
も
、
食
生
活
が
偏
っ
て
い
な
け

れ
ば
問
題
が
な
い
の
か
」
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。 

  

朝
食
摂
取
状
況  

 　

属
性
別
の
朝
食
摂
取
状
況
を
図
２
、３
に
、
朝
食
欠
食
開
始
時
期
に
つ
い
て
図
４
に
示
す
。 

 　

朝
食
を
欠
食
し
て
い
る
者
は
、
女
性
よ
り
も
男
性
、
日
本
人
学
生
よ
り
も
留
学
生
で
多
い
。
た
だ
し
、
最
も
良
く
朝
食
を
摂
取
し
て

い
る
日
本
人
女
学
生
で
あ
っ
て
も
、「
ほ
と
ん
ど
毎
日
食
べ
る
」
者
は
半
数
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
五
人
に
一
人
は
「
ほ
と
ん
ど
食
べ

な
い
」
と
回
答
し
た
。
最
も
朝
食
を
欠
食
し
て
い
る
留
学
生
男
子
学
生
に
お
い
て
は
、
四
割
以
上
が
「
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
」
状
況
で

あ
り
、「
ほ
と
ん
ど
毎
日
食
べ
る
」
者
が
五
人
に
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
顕
著
に
朝
食
を
食
べ
な
く
な
る
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図 2　性・留学有無別朝食摂取状況

図 3　学年別朝食摂取状況

図 4　朝食を摂らなくなった時期について
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傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
３
）。
四
年
生
を
一
年
生
と
比
較
す
る
と
、
朝
食
を
「
ほ
と
ん
ど
毎
日
食
べ
る
」
者
は
一
〇
％
以
上
少
な
く
、

逆
に
「
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
」
者
が
一
〇
％
以
上
多
い
。
図
４
に
よ
る
と
、
欠
食
習
慣
の
あ
る
者
の
う
ち
、
男
性
で
三
割
、
女
性
で
四

割
が
「
そ
の
習
慣
は
大
学
生
か
ら
」
と
回
答
し
て
い
る
。
留
学
生
は
親
元
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
た
め
、
日
本
人
の
一
人
暮
ら
し
の

学
生
で
も
同
様
の
傾
向
が
示
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
さ
ら
に
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
朝
食
欠
食
率
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
自
立
度
と
比
例
し
て
朝
食
が
摂
取
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。
本
学
で
も
、
二
〇
一
四
年
に
は
一
〇
〇
円
で
朝

食
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
期
間
限
定
で
実
施
し
た
。
一
人
暮
ら
し
の
学
生
は
準
備
が
難
し
く
、
遠
方
か
ら
通
学
し
て
い
る
学
生
は
時

間
の
余
裕
が
な
く
朝
食
が
摂
れ
な
い
状
況
が
あ
る
た
め
、
午
前
中
の
時
間
を
活
用
し
た
こ
の
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
活
力
あ

る
学
生
生
活
の
源
と
な
り
う
る
。 

 

三
　

お
わ
り
に 

 　

大
学
生
が
在
学
中
の
四
年
間
を
心
身
と
も
に
充
実
し
て
過
ご
す
た
め
に
は
、
食
生
活
の
充
実
が
大
切
で
あ
る
。
大
学
と
い
う
環
境
の

中
で
、
個
別
的
な
栄
養
相
談
や
肥
満
相
談
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
が
、
朝
食
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
学
生
全
体
へ
の
支
援
体
制
や
、
健

康
教
育
を
ど
う
整
え
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

 

（
二
〇
一
七
年
五
月
二
四
日
「
キ
リ
ス
ト
教
と
諸
学
の
会
」
発
表
）
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